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研究成果の概要（和文）：　本研究は、1980年代以降のイギリスにおいて、学校に裁量・権限を持たせ自律性を期待す
る学校経営改革の展開と特徴を考察することを目的とする。とりわけ、政策の学校へのインパクトと帰結の検証が必要
であるとの問題意識に立ち、政策が学校でどのように受け止められ、何が起きているのかを捉えようとするものである
。

研究成果の概要（英文）：  This research explores the impact of the Local Management of Schools in Modern E
ngland focused on how schools have accepted it.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)イギリスでは、1980 年代以降、学校に裁
量・権限を持たせ自律性を期待する方向で学
校経営改革が進んできた。 
 一見、教育に関わる裁量を学校に渡すよう
に見えるが、学校はとくにカリキュラムに関
して足場を失ったと指摘されてきた。 
 学校でトップダウンの傾向が強く、教職員
と相談なしに物事が決められ、そのため、た
とえばミドルマネジメントは子どもに関わ
ることが少なく、教員評価などアカウンタビ
リティを果たす手段となってきている。それ
故、政策サイドのアウトプットへの期待が高
まるほど、ミドルとトップの間にコンフリク
トが生じていることなどが指摘されてきた。 
 
(2)これは、1988 年以降政策として進められ
た「現場主義による学校の経営(LMS: Local 
Management of School)」が思うように機能
していないことを表している。改革が思うよ
うに進まないことに対して、新たな改革が導
入される訳だが、依然として教授・学習活動
にインパクトが無く、教職員の士気低下・多
忙化などを招いており、財政コストもかさむ
など状況は悪化してきた。 
 
(3)一方で、このような改革に対して、たとえ
ば、ナショナル・カリキュラム設定を受けて、
個別学校のカリキュラム開発の可能性や必
要性が規範的には示されてきたが、イギリス
の政策展開を捉えるための視点を再構築し、
学校経営改革の分析視点の提示を行う必要
があると言える。 
 
(4)そこで本研究では、学校経営改革のアウト
ラインと政策意図・背景の分析を行った上で、
課題の考察を行うことを目指した。 
 そのため、まずイギリスの政策展開と特徴
を考察し、学校自律化政策の意図とその意図
せざる結果を明らかにし、その問題性と仕組
みを考察し、その上で、学校現場へのインパ
クトの再解釈を試みた。 
 
(5)ここで注目されるのが、学校の非公式的取
り組みの把握から、政策のインパクトや学校
経営の可能性を探ろうとする研究である。 
 たとえば、政府によって進められる学校改
革を、教育に対して市場的、管理的、遂行的、
民営的にアプローチを取る｢公式的学校改善
(Official School Improvement)｣と指摘され
てきた。 
 その一方で、改革によって規定された職務
スタイルへの教師や校長をはじめとした実
践家の批判的応答は、日々の正統的活動と見
なされるべきとして、その応答をただ単に抵
抗と見なすべきではないと指摘されてきた。 
 この批判的応答は「非公式的学校改善
(Unofficial School Improvement)」と呼ばれ、
学校改善の鍵とされているが、実践家による

政策への批判的応答を描き切れている研究
がほとんどないと指摘されてきた。 
 
(6)そこで、研究代表者は、これまでイギリス
の学校自律化政策の意図と具体的改革の特
徴を考察するとともに、その背景にある政治
改革原理を検討してきた。そして、改革の問
題点として学校の教職員の役割を過小評価
し、個別学校のやりくりの余地を制限してい
る点を指摘した。 
 一方で、改革が要求することを必要最小限
行っているだけではなく、矛盾した構造下で
教職員がどのように働いているかを捉えて
いくことの重要性について基礎的考察を行
ってきた。 
 
(7)これらの研究を発展させるために、本研究
では、政策のアウトラインと表面的意図を考
察するのみでなく、学校へのインパクトと帰
結の検証が必要であるとの問題意識に立ち、
政策を学校現場の人たちがどのように受け
止め、更には立ち向かっているかを捉えよう
とした。 
 そのため、まずは学校の現実感覚に焦点を
当てることによって、学校の取り組みで肯定
されるべきことを前面に出し、描くための理
論的視点の獲得を行うことを目指した。 
 その上で、その視点をもとに、改革がどの
ように学校で受け止められ、また学校で校
長・教員が制約下の中でどのように働いてい
るかについて、調査研究により学校独自の文
脈の把握を試みた。 
 
２．研究の目的 
 以上を踏まえて、本研究は、1980 年代以
降のイギリスにおいて、学校に裁量・権限を
持たせ自律性を期待する学校経営改革の展
開と特徴を考察し、学校現場へのインパクト
を検証することを目的とした。とりわけ、政
策の学校へのインパクトと帰結の検証が必
要であるとの問題意識に立ち、政策が学校で
どのように受け止められ、何が起きているの
かを捉えようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 次の研究課題に焦点化し、それぞれを考察
することを研究方法とした。 
 
(1)1980 年代以降のイギリスにおける学校自
律化政策の展開と課題の考察 
 
(2)政策下における教職員の教育活動展開上
の現実感覚を捉えるための理論的検討 
 
(3)政策に対する学校現場の認識と改革の帰
結についての検証 
 
４．研究成果 
 
(1) まず、1980 年代以降のイギリスの学校自



律化政策の展開と課題を考察した。 
 1980 年代以降の学校自律化政策は大きく
四点が試みられていた。(1)経営の現場主義
政策(LMS)による財政的、経営的権限の地方
レベルから個別学校への移譲、(2)保護者の
学校選択の自由化、(3)学校タイプの多様化、
(4)教育目標・内容や評価に関する中央政府
の権限の強化。 
 これらに関する資料を収集・分析するとと
もに、NCSL を中心とした研修プログラムや全
国校長職専門資格、各職務基準の考察を行っ
た。そこから学校経営上、教職員に期待され
ている職務内容や役割と政策の背景にある
政治改革原理を分析した。 
 また、政策下における教職員の教育活動展
開上の現実感覚を捉えるための理論的検討
を行った。教育組織と改革手法のミスマッチ
について分析し、改革の問題として、教育組
織に固有の原理や、学校に対する政策導入の
難しさに対する無理解を指摘した。 
 予定調和で合理的な仕組みによる改革が、
教育のプロセスと結果に渡る画一性を求め
ることにより、教育組織から固有の曖昧さを
奪っていることや、その結果、個々の学校は、
外的に着手された政策を要求されたまま採
用せざるを得ない構造があることを分析し
た。これら学校に対する改革の仕組みと改革
の予期せぬ結果について、「政策パトス」の
状況について考察した。 
 
(2)以上の考察を踏まえて、教職員の教育活
動展開上の現実感覚に注目して、学校自律化
政策の学校へのインパクトの検証を課題と
した。 
 その際、政策の特徴を分析するにとどまら
ず、その背景にある政治改革原理を考察する
とともに、政策が意図しない結果を招いてい
ることと、それを生み出す仕組みを分析した。 
 また、政策の表面的意図に関わる資料収集
を行うだけでなく、その詳細な分析に向けた
理論的検討をまず行った。 
 その上で、それらの視点をもとに、学校現
場でどのように改革が受け止められ、改革下
の難しい構造にある中で、なぜ、教員が働け
ているのか。またそこで彼らが何をしようと
しているか。矛盾した構造にどう立ち向かっ
ているかについて、理論的考察を行った。 
 
(3)そして、多くの教職員が政策をただ従順
に実施しているのではなく、プラグマティッ
クなアプローチを取っている可能性を検討
した。 
 政策意図と学校現場の認識の差のギャッ
プの程度を分析し、なぜそれが起きるかを説
明するための資料、データ収集を行い検討し
た。そして、これらの過程で学校経営がどの
ように行われているのかについて、スクール
リーダーシップと学校ミドル施策の展開に
注目して、校長や教員による学校経営の展開
を考察した。 
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